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初年度の成果 

学内自然環境を生かした雑草型幼児教育人材育成を実施する導入に、Edible Education

（EE）の手法を取入れ、食を通じた生命や自然、文化との繋がりを体験的に学習すること

に加え、あらゆる学びの領域に働きかける教科横断型の学際的教育をスタートさせた。初

年度は、ガーデンの植栽計画と栽培育成の実施、複数講義を実施した。特別講師として、

京都府立大学佐藤洋一郎教授を招き、グローバル社会における食の意味についてご講義い

ただいた。取組に関する学生アンケートの結果からは、90％以上の学生が自然・食への興

味関心につながった、自然と人との関係の在り方を考える契機になったと回答しており、

一定程度の効果があったといえる。 

視察として、国内でいち早く EE の取組を開始し EE ネットワークに登録していた徳島

県神山町に訪問した。NPO 団体が中心となり、小学生から高校生までの子どもと地域が

関り、農作業や食材の加工・調理と共食の実践の様子を拝見した。 

当人材育成の 2つ目の柱である学内自然環境については、専門家によるご指導の下、樹

木・雑草・鳥類調査を実施した。秋から冬での調査がまとまり、年度最後には各班ごとの

報告を行い、学生たちの自然環境への興味関心を促進することができた。しかしフィール

ドワークが先行し知識が十分ではないため、次年度は講義を実施したい。 

 最後に「雑草型幼児教育人材育成―キャンパスをフィールドにした自然資本の活用―」

として、2022年エスペック地球環境研究・技術基金より 1年間、600千円、「EdibleEducation

を活用した探求学習プログラム開発に向けた心理学的研究」が令和 5年度科研、基盤研究

Cとして2400千円（3年間）の採択を受けた。また、地球環境問題の解決にむけて将来の

貢献が期待できるとされ、エスペック環境研究奨励賞も授与された。 



 

調査研究の進

捗状況と今後

の推進方策 

1 年目の EE 実践を通じて得た成果と課題を踏まえ、今年度同様、野菜の育成を行いな

がら、米国の EE プログラムを日本の子ども向けにアレンジし、県立大学独自の EE プロ

グラム作成を目指す。地域の子どもたちを定期的に本学に招き、実践を通じたプログラム

の検討と課題の明確化を行い、次年度に引き継げるような授業構成を構築化する。同時に、

本取組の実施前後に、学生の意識や知識変化を測定するため、心理学・教育学の視点に基

づく効果測定、評価手法の検討も行う。特に、コロンビア大学で開発されている、フロー

観察法を援用し、開発者であるDr. Lori Custoderの助言を得ながら、自然豊かな環境と子

どもたちの接点、感性が刺激されて引出される学びの様相を可視化する試みを加える。 

 また、昨年実施できなかった野菜の調理と共食を行う。次年度は、栄養学科教員の協力

を得ることが可能となり、調理室を使用して自分たちの育てた野菜の収穫・調理とともに、

栄養学的講義も行う。EE の特徴である、種まきから育成・調理・共食を通じて、他分野

領域の知識の発展の充実を図りたい。以上取組を OPU フォーラムをはじめとして、各機

会をとらえ発表していく予定である。 

加えてEE連携に向けて、本拠地である米国バークレーを訪問し、EE研究所やEEを実

践する学校、幼稚園等を視察したい。米国を中心に76か国5800カ所でEEは実践されて

おり、EE に取り組む世界の教育機関、研究機関との繋がりが可能になり、グローバルな

学びを学生に提供できるため、現地を訪問し関係の構築を図りたい。 

また、学内自然環境については、引き続き春～夏の調査を行う。昨年は調査中心であっ

たため、樹木・雑草・鳥それぞれの分野ごとの知識だけでなく、自然の循環や連関、摂理

までを扱った講義を行う。同時に、結果をまとめ写真集の製作を行う。 

 

成果資料目録 
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